
12 奥 羽 大 歯 学 誌 2010

ト ピ ッ ク ス

歯科用CAD/CAMシ ステムを用 い たオー ルセ ラ ミッククラウンに関す る研究

歯科補綴学講座冠橋義歯学分野 坂 井 祐 真

歯冠部の形態異常や実質欠損がある場合,失 わ

れた機能や外観を回復するために歯冠修復処置が

行われます。なかでも特に高度の審美性が求め ら

れる症例には,従 来はメタルボン ドクラウンが主

として多く用いられてきました。しかし,こ のメ

タルボンドクラウンを用いる方法には,金 属によ

る光の不透過性やブラックラインの出現,金 属ア

レルギーなどの問題がありました。

1980年 代 に入 って,強 度 と審美性 を兼ね備 え

たオールセラミック修復法が発表 され,金 属を用

いない修復法いわゆるメタルフリー修復が注 目さ

れるよ うになりました。1990年 代 になるとCAD/

CAMシ ステムが歯科領域に応用 されるようにな

り,こ れが後押 しす る形でオールセラ ミック修復

は広がりをみせるようになりました。

歯科用CAD/CAMシ ステム(以 下,CAD/CAM

システム)は 当初,チ タンやチタン合金など鋳造

が比較的困難な材料に応用する目的で導入され ま

したが,今 では,高 強度型セラミックス(酸 化ア

ル ミニウムセラ ミックス,酸 化ジルコニウムセラ

ミックス)な どの登場により,メ タル フリー修復

物とくにオールセラミッククラウン製作への応用

が急速に進みつつ あります。

私が奥羽大学に赴任する前,東 北大学で行った

のが,こ のメタル フリー修復物 に関す る研究です。

セラ ミックやコンポジットレジンのブロック体 を

CAD/CAMシ ステムで削 りだし,精 度や強度そし

て表面性状について検討 しました1,2)。

縁 があ り母校 に戻 るこ とが 出来 た現在 は,

CAD/CAM用 セラミックブロックを繰 り返 し焼成

した場合の強度 と表面性状について研究 していま

す。

CAD/CAMシ ステムを用いてオールセラミック

クラウンを製作する場合,製 作の最終工程で機械

研磨が施 され るのが一般的です。 しか し切縁部の

透明感の付与や色調調整などの為に陶材を追加焼

成 した場合にはグレージングが施 されます。現在

のCAD/CAM用 セラミックの中には物性が向上 し

たの と引き替えに透明感が減少 した製品もありま

す。前歯部では審美性が重視 されるため,CAD/

CAMシ ステムを用いてオール セラミックク ラウ

ンを製作する最終工程でグレージングを施す手法

は今後増加するものと思われます。

これまでの研究で,CAD/CAM用 セラミックブ

ロックは加工の最終工程でグレージングを繰 り返

し行 うと,強 度は変わ らないものの,表 面が滑 ら

かになることが判明 しています。口腔内に装着す

るオールセラ ミッククラウンの表面が滑 らかであ

れば,プ ラークの付着や色素の沈着 も起こりにく

いと考 えられ,ま た微細な凹凸を起点として発生

するといわれ るクラックの発現 も抑制できるので

はと思われます。CAD/CAMシ ステムを用いて製

作 したオールセラミッククラウンにグレージング

を施すことは,生 物学的にも物理学的にも意義あ

る事 といってよいで しょう。

また,こ の研究過程で,CADICAM用 セラミッ

クブロックの製作時に蓄積 した内部応 力が,グ

レージングを施 した場合に最終的な精度に影響を

与える可能性があることが判明しつつあります。

より精度の高いオールセラミッククラウンを製作

す るためには,こ の内部応力をあらか じめ解放 し

てからCAD/CAMで 加工す るようにした方が,よ

り有効的であると考えています。

今後,グ レージングスケジュールの影響,グ レー

ジングによる変形の有無 表面性状とプラークの

脱離抵抗等について も検討 していく予定です。

少 しでもすばらしいオールセラ ミック修復が可能

になるよう鋭意研究に励みたいと思います。
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